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文責：校長 大内雅之

北っ子見守り隊 隊員募集！！
～地域の子どもは地域で守る～

全国各地で発生している子どもの登下校にかかる悲惨な事件が
後を絶ちません。交通事故、不審者・・・都会だから、田舎だか

ら問わず、どこにでも起こりうる状況です。本校でも、子どもの

命、安全・安心は最重要課題・最優先事項であると捉えています。
その対策の一つが「北っ子見守り隊」の活動です。

｢北っ子見守り隊｣はこれまでの組織を引き継ぐ形で、平成３

０年に組織された北小の子どもたちの見守り隊の組織です。「地
域の子どもは地域で守る」という基本理念にたち、「できる人が できるときに できることを」

という隊員が無理のない範囲で活動を進めることを基本に活動をしていただいております。隊員

の皆さんには感謝しかありません。具体的には、
○ 児童の登下校に付き添って歩く

○ 自宅周辺に立って子どもとあいさつを交わす

○ どこかに出かけるときなどに「北っ子見守り隊」の黄色い帽子をかぶって歩く 等
直接的・間接的に子ども達の安全・安心を守る活動をお願いしていました。より多くの隊員がい

れば、より多くの命が守られると考え、コロナ禍の中ではありますが、今年度においても隊員の

募集をしたいと考えています。各町内会や育成会長を通じて募集の話を聞いている方もいらっし
ゃるとは思いましたが、あらためて案内させていただきました。

保護者の皆様にはできましたら、ご家族、ご親族、お知り合いの方などに、別紙のプリントな

ど見せながら、声をかけ、北っ子見守り隊の活動を紹介していただきたいのです。活動に協力し
てもいいという方は、別紙プリントに登録情報を書いて学校にお届けいただくか、「北っ子見守

り隊に登録したいんだけど・・・」と学校までお電話いただけますようお話しください。

登録された方には、「北っ子見守り隊」の帽子をお渡しします。どうぞよろしくお願いします。
※ 既に登録いただいてる方については、登録の必要はありません。

※ 「できる人が できるときに できることを」の基本方針に立ち、「退会」などの手続き

はありません。お気軽に。

学校ボランティアに来てくれます。
福島大学２年の遠藤知聖（ちさと）さんがこれから毎週月曜日（８時～１３時半ぐらい）に「学

校ボランティア」として北小に来てくれることになりました。将来、学

校の先生を目指していて、現場で学びたいという思いからボランティア

を申し出てくれました。知聖さんは、北小出身。授業や学級事務の補助
などいろいろとお手伝いいただく予定です。

※受け入れにあたっては、学校で子どもと接するということで、福島大学の指針に沿った形で新型コロナウィ

ルス感染症対策を講じています。（毎日の検温、体調チェック、他県への外出・多人数での会合自粛等）

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
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輝け！北っ子！

こんにちは。子どもたちとこれから関わることをとても楽しみにしていま

す。自分からたくさん話しかけていきたいと思っています。どうよろしく
お願いします。


